
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
「
大
垣
」
十
六
万
市
民
投
句

春
の
雲
も
く
も
く
し
て
て
の
り
た
い
な

卒
業
を
祝
う
校
庭
桜
の
木

梅
の
花
見
て
い
る
ひ
と
を
お
も
て
な
し

な
の
花
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
お
ど
る
風
た
ち
と

桜
の
木
花
咲
く
頃
に
新
学
年

麗
か
な
緑
に
色
づ
く
春
の
山

卒
業
式
み
ん
な
で
み
た
い
な
花
吹
雪

　
こ
の
句
も
自
身
が
卒
業
生
の
当
事
者
で
す
ね
。
自
分
の
卒
業
に
あ
た
っ
て
は
、

思
う
こ
と
、
考
え

る
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
作
者
は
す
で
に
「
歩
み
は
じ
め
る
」
と
し
て
い
ま

す
。

考
え
だ
け
で
は
な
く
そ
う
言
い
切
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ば
ら
し
い
で
す
。

き
っ
と
い
い
歩
み

が
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
作
者
は
何
と
一
年
生
。
卒
業
生
に
か
け
る
言
葉
、
想
い
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

「
金
メ
ダ
ル
」
と
は
い
い
表
現
で
す
ね
。
卒
業
生
の
子
に
伝
わ
れ
ば
、
き
っ
と
喜
ば
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　
今
年
も
卒
業
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
作
者
は
そ
の
卒
業
の
該
当
者
で
あ
り
、

今
ま
で
の
こ
と
、

卒
業
式
当
日
の
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
の
で
す
ね
。
そ
し
て
、
ち
ょ

う
ど
桜
舞
う
時
期

で
も
あ
り
、
そ
の
散
る
様
子
を
「

花
吹
雪
」

と
捉
え
、
「

み
ん
な
で
見
た
い
な
」

と
言
い
切
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。
作
者
の
心
の
温
か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

令
和
六
年
三
月
度
　
入
賞
句
一
覧

大
垣
市

加
茂
郡
川
辺
町

大
垣
市

大
垣
市

加
茂
郡
川
辺
町

ラ
ン
ド
セ
ル
み
ん
な
で
お
ろ
し
て
卒
業
だ

な
の
花
が
風
に
ゆ
ら
れ
て
歌
い
出
す

は
な
び
ら
が
ち
る
な
か
た
べ
た
お
べ
ん
と
う

は
る
が
く
る
中
学
校
へ
の
だ
い
い
っ
ぽ

卒
業
式
歩
み
は
じ
め
る
未
来
へ
と

そ
つ
ぎ
ょ
う
し
き
六
年
生
へ
金
メ
ダ
ル

秀
逸

特
選

大
垣
市

不
破
郡
垂
井
町

説
田
　
祐
子

投
句
数

中
し
ま
　
け
ん
と
（
小
二
）

福
井
　
心
満
（
中
三
）

岡
部
　
も
な
（
小
四
）

岩
田
　
悠
聖
（
小
三
）

大
生
　
あ
み
る
（
中
二
）

野
田
　
美
樹
菜
（
中
二
）

加
茂
郡
川
辺
町

大
垣
市

大
垣
市

大
垣
市

大
垣
市

大
垣
市

古
山
　
颯
遙
子
（
小
六
）

千
九
百
二
十
一

小
中
学
生
の
部選 句

高
坂
　
　
紬
（
小
六
）

折
戸
　
惺
奏
（
小
二
）

小
野
　
薫
乃
（
小
六
）

坂
　
　
昂
輝
（
小
六
）

川
合
　
翔
大
（
小
六
）

ふ
な
お
か
　
は
づ
き
（

小
一
）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中
し
ま
　
け
ん
と
（

小
二
）

福
井
　
心
満
（
中
三
）

岡
部
　
も
な
（
小
四
）

岩
田
　
悠
聖
（
小
三
）

大
生
　
あ
み
る
（
中
二
）

野
田
　
美
樹
菜
（
中
二
）

た
ん
ぽ
ぽ
が
き
れ
い
に
ゆ
れ
る
春
の
風

古
山
　
颯
遙
子
（
小
六
）

選
者
吟

入
選

桜
の
木
一
年
生
を
お
出
む
か
え

さ
く
ら
ち
る
新
一
年
生
入
学
す
る

も
う
す
ぐ
で
一
年
生
が
来
る
う
れ
し
い
な

高
坂
　
　
紬
（
小
六
）

折
戸
　
惺
奏
（
小
二
）

小
野
　
薫
乃
（
小
六
）

坂
　
　
昂
輝
（
小
六
）

川
合
　
翔
大
（
小
六
）

ふ
な
お
か
　
は
づ
き
（

小
一
）

春
風
が
期
待
と
緊
張
の
せ
て
く
る

卒
業
式
合
唱
響
く
体
育
館

春
の
山
色
と
り
ど
り
の
景
色
あ
り

祐
　
子

大
垣
市

大
垣
市

大
垣
市

大
垣
市

大
垣
市

大
垣
市

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
咲
い
た
ら
近
づ
く
入
学
式

た
ん
ぽ
ぽ
が
風
に
ゆ
ら
れ
て
お
ど
っ
て
る

あ
た
た
か
い
も
う
す
ぐ
春
が
や
っ
て
く
る

弁
当
に
桜
の
花
び
ら
ア
ク
セ
ン
ト

成
長
し
た
背
を
向
け
歩
く
卒
業
式

六
年
生
今
年
一
年
あ
り
が
と
う

　
春
め
き
て
子
等
の
声
す
る
結
び
の
地

あ
と
少
し
卒
業
式
が
待
っ
て
い
る

帰
り
道
風
と
一
緒
に
春
に
お
う

桜
の
木
入
学
式
を
待
っ
て
い
る

春
の
朝
あ
ら
た
な
道
に
あ
ゆ
み
だ
す

お
ひ
な
さ
ま
か
わ
い
い
き
も
の
お
に
あ
い
だ

思
い
出
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
春
の
風

風
に
の
り
旅
立
つ
さ
く
ら
と
ん
で
行
く

加
茂
郡
川
辺
町

加
茂
郡
川
辺
町

市
岡
　
大
和
（
小
六
）

岩
田
　
麻
璃
沙
（
小
六
）

子
安
　
南
圭
（
小
六
）

河
合
　
奏
佑
（
小
六
）

日
比
野
　
さ
く
ら
（

小
二
）

笹
田
　
琉
来
（
小
六
）

仙
田
　
新
汰
（
小
三
）

つ
ね
か
わ
　
ゆ
き
（

小
六
）

大
垣
市

大
垣
市

加
茂
郡
川
辺
町

加
茂
郡
川
辺
町

大
垣
市

加
茂
郡
川
辺
町

大
垣
市

大
垣
市

大
垣
市

大
垣
市

大
垣
市

大
垣
市

村
上
　
侑
衣
彩
（
中
二
）

藤
井
　
結
乃
（
中
三
）

早
野
　
葉
皇
（
小
二
）

佐
藤
　
柊
我
（
中
三
）

近
藤
　
慎
矢
（
小
五
）

田
な
べ
　
げ
ん
ど
う
（

小
二
）

二
の
ゆ
　
日
な
（
小
二
）

香
村
　
悠
月
（
小
三
）

鈴
木
　
優
里
（
小
五
）

吹
原
　
凜
音
（
小
三
）

小
中
学
生
の
部

竹
川
　
初
花
（
中
二
）

坂
崎
　
優
斗
（
中
二
）


